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秋田県中央地区介護支援専門員協会の会
長であり人材育成に注力されている綿貫
さんと、居宅介護支援事業所に勤務し支
援の現場で活躍されている湊さんから、
それぞれの立場を代表してお話をいただ
きました。

―「職種別特集」では、協会を通じて
介護支援専門員の方々をご紹介いただ
き本当にありがとうございました

綿貫氏　今回この件について秋田県中央
地区介護支援専門員協会（以下協会）に
依頼をいただきましたが、介護支援専門
員※1（以下ケアマネ）は、利用者さんに
関わる様々な職種の皆さんをコーディ
ネートしながら繋げていく役割があるの
で、インタビューを通してそこを実践す
るという企画に声をかけていただき嬉し
かったです。また、インタビュアーとし
て顔を出すことで、協会員として頑張っ
て活動しているケアマネを知ってもらう
機会にもなりました。
湊氏　協会の活動を見せることができま
したよね。ちなみに私は地域包括支援セ
ンターの米谷さんにインタビューをさせ
てもらいました。元々ケースのことで相
談するなど付き合いがありましたが、お

話を聞いたことで初めて知ったことも多
くありました。
綿貫氏　インタビュアーであるケアマネ
自身の理解が深まったと聞いています。
また、記事を通してたくさんの方々に各
職種の仕事やケアマネの想いを知っても
らうことができたとすれば、嬉しく思い
ます。
湊氏　ここ数年はオンラインでのやり取
りに切り替わり、直接顔を見て話をする
機会が少なかったのでその点も良かった
ですよね。

― 長引くコロナ禍で、支援の現場は
もとより協会活動でも大変なご苦労
をされたと思います

綿貫氏　協会においては、活動の主軸で
ある集合研修の開催をどうするかが大き
な課題でした。学びが止まることは支援
の質が下がることに直結すると思い、中
止にしたくありませんでした。毎年開催
に関わっているケアマネ法定研修※2がオ
ンラインにシフトしたこともあり、その
他の主催研修も会場とオンラインとのハ
イブリッド開催に切り替えました。その
ような経緯がありオンラインの取り入れ
が早かった方かもしれませんが、導入時

はかなり混乱したことを思い出します。
その一方、実際の支援現場においては
エッセンシャルワーカーなどの方々は本
当に大変だったと思います。
湊氏　私は担当の利用者さんから直接聞
き取りができず苦労しました。ショート
ステイを含め施設系では面会ができない
状況でしたし、一時期は自宅への訪問を
控えて欲しいと言われるご家族もいらっ
しゃったので、電話や施設職員からの情
報収集がメインでした。病院から退院す
る時もご本人に会えないままサービスを
準備することもあり、イメージしていた
利用者さん像と若干違ったりして、調整
し直し、ということもありました。
綿貫氏　利用者さんに直接会えないこと
で、ご本人以外からの情報に頼らざるを
得ない状況になりましたよね。けれども
それによってより多くの専門的な知見が
集まり、多面的に捉えられて支援の質が
上がったという言葉も聞いています。現
場のケアマネはそこまで考えている余裕
がないぐらい大変だったかもしれません
が･･･。
湊氏　確かに必死でした。ご本人の気持
ちを直接確認できないままケアプランを
立てるのはケアマネとしてどうなのか
と、もどかしさを感じながらやっていま
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した。けれどもその後あちこちの施設で
テレビ電話を使うなどして利用者さんと
コミュニケーションが取れるようにな
り、その部分が緩和されてきました。法
人内のショートステイでも、面会制限中
にテレビ電話を導入しました。なかには
メッセージ機能を使って施設に連絡をくだ
さるご家族もいて、今までに比べコミュニ
ケーション量が増えたケースもあります。
綿貫氏　研修会でもケアマネジメントで
も今までと同じようには繋がれない、そ
れならばどうしようかと発想を転換させ
ていくなかで、結果として選択肢が広
がったということかもしれませんね。

―「職種別特集」を振り返り、改め
て多職種連携について思うことを教
えてください

綿貫氏　過去の職種特集を読み返したの
ですが、それぞれの専門職から更に連携
を強化したいという気持ちが伝わってき
ました。大辞林に、連携について「連絡
を密に取り合って、一つの目的のために
一緒に物事をすること」とあります。利
用者さんやご家族も含めた医療・介護
チームで一緒に動いていくことですよ
ね。そのためには、必要な情報をチーム
内でしっかりと共有していくことが不可

欠で、そこはケアマネが頑張って進めて
いかなければいけないところだと思って
います。
湊氏　私は、利用者さん自身のことや多
職種の見立てなど、ケアマネがどれだけ
たくさん情報を持っているかが大きいと
思っています。情報がなければ共有もで
きないので、欲しいと思えばどんどん自
分から動いて聞くようにしています。つ
ながりの記事にあったような、各専門職
からの「このように声をかけもらえると
対応しやすい」を教えてもらえると、よ
り相談しやすくなるので助かります。
綿貫氏　普段から相談したりされたりで
きるフラットな関係でいることも大切です
よね。時にケアマネから「情報をもらえな
い」「分からないから動けない」というよ
うな声を聞きますが、相手から与えられる
のを待つのではなく、必要だと思ったら
「敷居が高い」などと言わずに自分からコ
ミュニケーションを取りにいってもらいた
いのです。その辺りで、湊さんが普段工夫
していることはありますか？
湊氏　分からないことがあればとにかく
正直に聞くようにしているのですが、そ
の時には相手に時間を取らせないよう、
聞きたいポイントを事前に整理するよう
に心がけています。私自身も経験を重ね
るなかで鍛えられましたが、ケアマネに

は質問力のようなものが今後ますます必
要になってくる気がします。

― 最後に、目標を教えてください

湊氏　介護が始まる時は、ほとんどの利
用者さんやご家族は、介護保険のことも
この先どうしていいかも「わからない」
から始まります。利用者さんの「わから
ないけどやってみる」に寄り添いなが
ら、困ったらどう乗り越えようか一つず
つ一緒に考えていく。そのような役割で
いたいと思っています。多職種の皆さ
ん、分からないことはどんどん聞きます
ので教えてください！
綿貫氏　ケアマネジメントは常に利用者
さんの意思が中心にあるということを、
私自身忘れずにいたいと思っています。
そして今後も研修などでケアマネに話を
する機会があると思うので、そのような
ことも含め、必要な情報をしっかりと伝
えていきたいです。また、利用者さんの
想いや願いを叶えるには、介護や医療関
係者、介護保険外サービスを担っている
方々、地域の方々の力が必要です。利用
者さんの見ている景色を共有しながら、
安心して暮らせる秋田市を一緒に考え、
実践していければと思っています。よろ
しくお願いします。

職種別特集のインタビューを振り返りながら、
介護支援専門員のお二人からお話を伺いました

本誌「つながり」では、医療･介護関係職種がお互いの理解を深められるよう、R２年３月からR４年10月にかけて「職種別特集」を７回設け、
各職種の業務内容などを紹介してまいりました。できる限り現場に即した内容を提供するため、介護支援専門員の方々にイン
タビュアーをお願いし、各職種からの「こんなことができるよ」「もっとこうしたい」という生の声を引き出していただきました。
本号では、介護支援専門員のお二人に今までの特集を振り返りながら、連携についての想いをお話しいただきました。
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皆さんからご協力いただきました

感染症対策を講じたうえでインタビューを実施しました
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職種別特集では、打合せから校正までに
たくさんのお時間をいただきました。全
面的にご協力くださった秋田県
中央地区介護支援専門員協会の
皆様、ありがとうございました。

熊谷

編集後記

※1 介護支援専門員
介護支援専門員（ケアマネジャー）は、介護保険法に位置づけられた職種であり、介護保険の根幹である「ケアマネジメント」
を行う専門職。介護認定を受け、介護保険サービス等を利用する方などからの相談に応じ、利用者の希望や心身の状態を
考慮して、在宅や施設での適切なサービスが受けられるように、ケアプラン（介護サービス計画）を立案したり、関係機
関との連絡調整を行うことが主な業務。（日本介護支援専門員協会ホームページより抜粋）
居宅介護支援事業所、小規模多機能型居宅介護、特別養護老人ホーム、グループホーム等に配置されている。

※2 法定研修　
各種法令に定められた研修。介護支援専門員の場合、介護保険法に定められた専門研修、更新研修、主任介護支援専門員
研修などがこれにあたる。秋田県では秋田県長寿社会課が実施主体となり、秋田県介護支援専門員協会がその運営の一部
に携わっている。
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ケアマネ協会では、毎月 zoom でケアマネカフェを開催して
います。医療介護関係者であればどなたでも参加ＯＫ！耳だけ
参加も歓迎です。インスタグラムやフェイスブックでもお知ら
せしているので、気軽に遊びに来てください。

フェイス
ブック

インスタ
グラム

その他に、経験３年未満のケアマ
ネを対象とした勉強会「ケアマネ
塾」をやっています。私も開催側
として関わっていますが、毎回た
くさんの学びがあります。ご興味
のある方は声をかけてください。


